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会長挨拶

テーマ「環境と皮膚・職業と皮膚」

職業・環境アレルギー誌　17（1）2009

このたび第40 回日本職業・環境アレルギー学会の会長を拝命しましたこと、誠に光栄に存

じますとともに、会員の皆様に心よりお礼申し上げます。

本会はシンポジウム、３つの特別講演、一般演題から構成されます。

シンポジウムでは横浜市立大学大学院医学研究科環境免疫病態皮膚科学教授　池深善郎先生

に座長をお引き受けいただき、学会のテーマである［環境と皮膚・職業と皮膚］についてシン

ポジストの先生方ど討論を深めたいと存じます。

特別講演１は名古屋市立大学大学院医学研究科加齢・環境皮膚科学教授　森田明理先生に

「紫外線と皮膚一波長ごとの光生物学的差違」 のご講演をお願いいたしました。「紫外線」 は

「悪い」 ものとしてとらえられる面かおりますが、光線療法など治療への応用といった［良い］

部分もあります。本講演では紫外線の波長ごとの特徴をご講演いただけることと存じます。

特別講演２では増子クリニック昴院長　山崎親雄先生に「透析治療と環境物質」のご講演を

お願いいたしました。血液透析では種々の化学物質が患者血液と長時間接することになります。

血液透析について理解を深めるとともに、環境物質に対する問題点をお示しいただけることと

思います。

特別講演３ではピジョン株式会社チーフマネージャー　矢作一朗先生に「ベビースキンケア

用品と環境アレルギー」のご講演をお願いいたしました。ベビースキンケア製品の、原料の面

からまた容器の面からの安全性についてご講演いただくとともに、乳幼児の生理的変化や体格

変化に伴う企業の対応についてご講演いただく予定です。

一般演題には皮膚に関する演題だけでなく、興味深い演題を頂戴いたしました。

会員の皆様に少しでも興味を持っていただき、できるだけ多 くのセッションにご参加いただ

けますよう切にお願い申し上げる次第です。

最後に本会の事務局として尽力してくれた第一クリニ ック皮膚科・アレルギー科のスタッフ

一同に心から感謝します。

第40 回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会

会長　杉浦真理子

－ １－
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お知らせとお願い

【参加者の皆様へ】

１．受付は、２日間共に学会会場入口（名古屋国際会議場２号館２階）で下記の時間に行いま

す。受付で手続きの上、会場内では常に名札をつけてください。

７月19 日（日）　　　　12 時30 分～18 時00 分

７月20 日（月：祝日）　 ９時15 分～14 時00 分

２．参加費は10,000 円（↑青報交換懇親会費含む）です。

３．本学会は、日本アレルギー学会認定専門医業績単位（発表3 、参加4 ）が認められていま

す。

４．本学会のシンポジウムは、日本医師会認定産業医研修会の指定により、生涯研修の専門単

位２単位が認められています。

※日本職業・環境アレルギー学会は、日本アレルギー学会認定専門医制度における認定学会・

研究会・講習会から関連学会に認定されました( 下記表参照)。

(参加証の原本をアレルギー学会に提出する必要があります)

関　連　学　 会 発　 表　者 出　席　者

日本臨床免疫学会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３

口本小児アレルギー学会　　　　　　　　　　　　　　　　　 以下同じ

日本リウマチ学会

日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会

日本職業・環境アレルギー学会

日本小児難治喘息・アレルギー疾患学会

日本耳鼻科学会

日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会

日本臨床眼科学会

日韓アレルギーシンポジウム

American Academy of A11ergy Annua1 Meeting

European Academy of A11ergy Annua1 Meeting

日本呼吸器学会

４

以下同じ

２



職業・環境アレルギー誌　17（1）2009

【シンポジウムの演者の皆様へ】

シンポジウムの口演時間は約15 分です。追加発言は約10 分です。

【一般演題口演者の皆様へ】

一一般演題の口演時間は、発表８分、討論４分です。時間厳守でお願いいたします。

◇プレゼンテーションについて

口演発表はパソコンによるプレゼンテーションのみといたします。

【会場 に用意するＰＣお よびアプ リケー ション】

・講演会場 には Ｗｉｎｄｏｗs ＸＰ のＰＣ のみをご用意し てお ります。

・発表データはMic ｒｏsoft Ｐｏｗｅｒ Ｐｏｉｎt 2003、2007 で 作成 して ドさい。

【文字 フ ォント】

Ｐｏｗｅｒ Ｐｏｉｎt に設定 されている標準的 なフ ォントを ご使用 ドさい。

〈推奨 フ ォント〉

日本 語の場合 ：ＭＳゴ シック、MSP ゴ シック、MS 明朝、ＭＳＰ明 朝

英　 語 の場合: Ａｒial、Ｃｅｎtｕｒｙ Ｇｏthic、Ｔｉｍｅs Ｎｅｗ Ｒｏｍａｎ

【Ｍａｃｉｎtｏsh をご使 用の場合】

Ｗｉｎｄｏｗs 版に変換してデ ータをお持 ち頂くか、Ｍａｃｉｎtｏｓh 本体をお持込 下さい。 本体 持込

の際は、 外部モニ ター接 続端 子（Ｍｉｎｉ Ｄ-sｕb15 ピン）をご 確認の」万こ、 変換 コネ クタを必 要と

する場合は必ずご持参下さい。 また、AC アダプ ター も必ずご持 参ド さい。

※ スクリー ンセー バーや省電力モードを ＯＦＦ に設定 して 下さい。

【発表データについて】

・お持ち込みいただけるメディアはＵＳＢ メモリーのみとさせていただきます。

・発表時問の30 分前までに講演会場PC オペレーター席（2 階224 会議室）まで発表データ

をご持参ドさい。

※ＰＣ受付では専任スタッフが試写をサポートいたします。

・必ずバックアップ用のデータをお持ち下さい。

・事務局で用意したＰＣ 内にコピーした発表データにつきましては、発表終了後、学会事務局

で責任を持って削除いたします。

【動画デ ータを使 用の場合】

Ｗｉｎｄｏｗs Ｍｅｄｉａ Ｐｌａｙｅｒ で 再生 可能であ る も のに限 定い たし ます。 容 量 の大 きい （30MB

以上 ）ＡＶＩ形式 の動画 デー タは進 行を 円滑に進 め るため、受 付 できませ ん。 ＭＰＥＧ２は コー

デ ック（圧縮形式） によ って再生できない場 合があ りますので、ご注 意下さい。

－３－
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【発表時の注意】

・音声の再生はできません。

・発表の際は演台に設置してありますモニター・マウス・キーボードを使用して、演者ご本人

により操作して下さい。

・次座長、次演者の先生は担当セッションの開始15 分前までに会場前方左右の席にお着き下

さい。

４
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【第40 回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会に参加される皆様へ】

１．会場について

第40 回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会は、名古屋市熱田区熱田西町1-1 の

名古屋国際会議場２号館２階で開催します。

受付は、２号館２階で行います。

受付は19[1 は午後12 時30 分より、20日は午前９時15 分より開始いたします。
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｢詳 記 皿

名古屋国際会議場　２号館２階

住所：名古屋市熱田区熱田西町1-1

電話:052-683-7711

一 一 一
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２。第40 回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会の参加費について

参加費は10,000 円（情報交換懇親会費含む）です。

受付にて、領収書兼参加証（ネームプレート）をお受け取りください。

ネームプレートには、ご芳名、ご所属をご記入の上、ご着用をお願いいたします。

３。日本職業・環境アレルギー学会への入会・年会費の支払いについて

当日、会場に日本職業・環境アレルギー学会事務局は、特に設けておりません。

本学会に入会をご希望される方は、後日下記事務所までお申し込みください。

また、学会当日に年会費の支払いも、お受けできませんのでご了承ください。

なお、日本職業・環境アレルギー学会への入会・年会費（5,000円）の支払いは随時口1能です。

詳しくは、日本職業・環境アレルギー学会事務局までお問い合わせください。

学会事務局：群馬大学　医学部　保健学科内

日本職業・環境アレルギー学会事務局

〒371-8514　前橋市昭和町3-39,１５

ＴＥＬ/FAX　027-220-8944

URL　http:// ｏｅａ.ｕｍｉｎ.jｐ

４。昼食について

名古屋国際会議場内には１号館７階に展望レストラン「パステル」、２号館２階に喫茶「ユ

リ」、３号館地下１階にレストラン「カスケード」があります。

５。情報交換会ならびに懇親会について

第１口目終了後、１号館７階展望レストラン「パステル」で情報交換ならびに懇親の場を設

けさせていただきます。

６。クローク

名古屋国際会議場２号館２階（225 会議室）に設置します。

川 出 け 日）　 叫30 分～叫30 分

※2 階のクロークは18 時30 分で終了します。

※懇親会会場内に手荷物置場を設置いたします。

７月20［1（月：祝日） ９時15 分～15 時00 分

７
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７。宿泊先について

会場 周辺 の宿泊先のご 案内

ホテル名 交通アクセス ＴＥＬ

０ 全11空ホテルズ ホテルグランコートお占'Ｍ 金山総介駅より徒歩約１分 (052)683一町11

秒 カプセルイン名11山｛ 金山総介駅北川より徒歩３分 (052)332-210(}

０ 名占屋金山ワシントンホテルプラザ 金山総介駅より徒歩２分 地ﾄ 鉄゙金山駅３番出目すぐ (052)322,H11

⑩ サイプレスガーデンホテル JR 、名鉄、地 ﾄ 鉄゙金山駅南川より徒歩１分 (052)679-1661

０ ホテルキヨシXII山1第二 JR 金山駅徒歩５分 (052)321-8188

(4 金山プラザホテル 金山総合駅より仙歩６分 (052)331-64H

り プチホテル ニューひふみ JR 嵯頭橋駅から徒歩５分 (052)322,1239

聯 熱田の桂ホテル深翠苑 JR 火海道本線熱剛駅徒歩２分 (052)68L0221

り ホテルいろは JR 、地 ﾄ鉄゙金山駅南口より徒歩10 分 (052)671-0168

Ｏ ホテルキヨシお占屋 地ﾄ 鉄゙名城線束別院駅２藁出目前 (052)321-5663

① エクセルイン乱丿函{・熱田 地 ﾄ 鉄゙お城級伝馬町駅３界出目から徒歩１分 (052)683-16H

弔 ビジネスホテルなかやま 金山総介駅、，JR、名鉄、地ﾄ 鉄゙７分 (052)322-358]

母 名鉄ィンyl 占‘屋 金山 地ﾄ 鉄゙金山駅６界出目から徒歩２分､．金山総介駅（ 私鉄、，IR）北口から徒歩４分 (052)324-34制

⑤ B‘pac 尾頭橋 JR 東海道本線　肥頭橋駅 徒歩２分 0120-39H85

－ ８－
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第40 回日本職業・環境アレルギー学会

総会・学術大会及び関連行事

第如回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会

会　期：2009年７月19 日（日）・20日（月：祝日）

会　場：名古屋国際会議場２号館２階

〔住所〕名古屋市熱田区熱田西町1-1

〔電話〕052-683-7711

【編集委員会】

日時:2009 年７月19 日（日）11 : 00 ～11 : 30

会場：名古屋剛際会議場２号館２階　221 会議室

【理事・監事会】

日時:2009 年７月19 日（日）11 : 30 ～12 : 30

会場：名古屋国際会議場２号館２階　221 会議室

【総会・評議員会】

日時:2009 年７月19 日（日）13 : 50 ～14 : 20

会場：名古屋国際会議場２号館２階　224 会議室

【学術大会】

日時:2009 年７月19 日（日）13 : 25 ～18 : 15

2009 年７月20 日（月：祝日）10 : 00 ～14 : 50

会場：名古屋国際会議場 ２号館２階　224 会議室

【情報交換懇親会】

日時:2009 年 ７月19 日（日）18 : 30 ～

会場：名古屋国際会議場 １号館７階　 展望レストラン「パステル」

９
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日　程　 表

時 間 第一日日　７月19 目（日） 時 間 第1 日目　７川20 目（月：祝出

11 二00

H:30

12 : 30

13 : 25

13 : 30

13 : 50

14 : 20

15 : 00

17 : 00

17 : 15

18 : 30

編集委員会

理事・監事会

一般受付開始

開会の辞

学会長講演

｢環境と皮膚・職業と皮膚｣

杉浦真理子

(第一クリニック　皮膚科・アレルギー科)

総会・評議員会

一般演題【セッション１】

シンポジウム

【環境と皮膚・職業と皮府】

座長：池渾　善郎

(横浜市立大学人学院医学研究科)

１．高橋　一夫

｢環境ホルモン( 免疫撹乱物質) をはじ

めとした環境化学物質とアトピー疾患]

２．上島　通浩

｢トリクロロエチレンによる重症皮膚障害]

※追加発言　　 河内　伴子

｢二酸化チオ尿素による重症皮膚障害｣

３．坂本　龍雄

｢皮膚の神経原性炎症に対するVOC の

増強効果‐ 動物モデルを川いた基礎研究]

４．関東　裕美

｢産業と接触皮膚炎( かぶれ)｣

５．西岡　和恵

｢理・美容師の職業性皮膚炎]

休憩

特別講演１

｢紫外線と皮膚一波長ごとの光生物学的差違]

森田　明理

(名古屋市立大学人学院医学研究科)

情報交換懇親会

１り館７階展望レストラン] パステル｣

9:15

10 : 00

11:00

12 : 00

13 : 00

14 : 00

14 : 40

一般受付開始

一般演題【セッション２】

特別講演２

「透析治療と環境物質」

山崎　親雄（増子クリニック　昴）

休憩

特別講演３

「ベビースキンケア用品と環境アレルギー」

矢作　一朗（ビジョン株式会社）

一般演題【セッション３】

閉会の辞

-

10 －
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第40 回日本職業・環境アレルギー学会

総会・学術大会プログラム

第一日目　７月19日（日）

座長：中部　次夫（群馬大学　名誉教授）

「環境と皮膚・職業と皮膚」

杉浦真理了（第一クリニック　皮膚科・アレルギー科）

座長：秋山

１

２

男 （独立行政法人　回立病院機構　相模原病院　臨床研究センター　センター長）

｢ アトピー性皮膚炎患者の仕事に対するストレスとその解消法についてのアンケート調査｣

○前田　晴美( 看護師)、杉浦　啓二、杉浦真理子

(第 一クリニック皮膚科・アレルギー科)

｢手袋及び靴によって生じたアレルギー性接触募麻疹｣

○杉浦　啓二IJ、杉浦真理子1 .1、佐々木和実 へ 森　あゆみ･

1 ･' 第.一クリニック皮膚科・アレルギー科

月虫立行政法人製品評価技術基盤機構　製品安全センター技術業務課

３。「ヘアートリートメント液中の加水分解コムギに対する職業性経気道的感作が発症原因

と思われた小麦依存性運動誘発アナフィラキシーの美容師の１例」

○福冨　友馬、谷口　正実、前田　裕二、龍野　清香、谷本　英則、小野恵美子

関谷　潔史、斎藤　明美、安枝　　浩、中洋　Γμ也、秋山　一男

（国立病院機構相模原病院　臨床研究センター）

－11 －
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「環境と皮膚・職業と皮膚」

座長：池渾　善郎（横浜市立大学　人学院医学研究科　環境免疫病態皮膚科学教授）

１

「環境ホルモン（免疫撹乱物質）をはじめとした環境化学物質とアトピー疾患」

高橋　一夫（横浜市立大学　医学部　皮膚科学准教授）

２。「トリクロロエチレンによる重症皮膚障害」

上島　通浩

（名古屋市立大学　大学院医学研究科　医学教育・社会医学講座環境保健学分野教授）

【追加発言】「二酸化チオ尿素による重症皮膚障害」

河内　桂子（岐阜市民病院　皮膚科）

３。「皮膚の神経原性炎症に対するＶＯＣの増強効果一動物モデルを用いた基礎研究」

坂本　龍雄（名古屋大学　大学院医学系研究科　小児科学准教授）

４。「産業と接触皮膚炎（かぶれ）」

関東　裕美（束邦大学　医学部　皮膚科学第一講座准教授）

５

「理・美容師の職業性皮膚炎」

西岡　和恵（ジョイ皮ふ科クリニ ック）

座長：上田　厚（熊本大学　大学院医学薬学研究部　環境保健医学分野名誉教授）

［紫外線と皮膚一波長ごとの光生物学的差違］

森田　明理（名古屋市立大学　大学院医学研究科　加齢・環境皮膚科学教授）

情報交換懇親会 18 : 30 ～ 名古屋国際会議場１号館７階　展望レストラン「パステル」

12 －
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第二日目　７月20 日（月：祝日）

座長：佐藤　…一博（福井大学　医学部　環境保健学　准教授）

４。｢石綿曝露歴を有する 毎G4[ 関連肺疾患の１例]

○豊嶋　幹生八 千田　金吾へ 河野　雅人八 貝田　勇介へ 中村祐太郎21

須田　隆文ぺ 椙村　春彦Ｄ

卜浜松労災病院呼吸器科、2)浜松医科大学第二内科、33浜松医科大学第一病理

５。「珪肺症を有し特異な皮膚症状を呈した全身性強皮症」

○林　宏明IJ 、前田　恵 、̈熊谷　直子 、̈西村　泰光13、藤本　亘ぺ 大槻　 剛己¨

リ||崎医科大学　衛生学、勺||崎医科大学　皮膚科

６。「感作性化学物質の新分類基準とリスト（案）一世界に調和した我国の未来をめざして」

○佐藤　一博、日下　幸則（福井大学医学部環境保健学）

７。｢構造によるフラボノイドの抗アレルギー作用の検討｣

○平山　達也 、̈川部　勤2に、松島充代子に)、森　朱美IJ、高木　 健三2J

IJ名古屋大学大学院　医学系研究科　病態解析学分野

2)名古屋大学医学部保健学科検査技術科学専攻

3J名古屋大学予防早期医療創成センター

座長：高木　健三（名古屋大学　医学部　保健学科　検査技術科学専攻　教授）

「透析治療と環境物質」

山崎　親雄（増子クリニ ック　昴　院長）

座長：土橋　邦生（群馬大学　医学部　保健学科　教授）

「ベビースキンケア用品と環境アレルギー」

矢作　一朗（ピジョン株式会社　開発本部　基礎研究部　チーフマネージャー）

－13 －
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座長：宇佐神　篤（東海花粉症研究所　所長）

８。「スギ花粉症合併喘息におけるスギ花粉飛散時期の鼻炎および喘息症状増悪に対するプ

ランルカストとフェキソフェナシンの効果の比較検討」

○渡澄　直人2j工、星野　誠11、中川　武正3:I、宮部　輝臣jl

lj聖マリアンナ医科大学呼吸器・感染症内科

2:I城西国際大学薬学部薬理学講座

:j.］白浜町国民健康保険直営川添診療所

９。［職業性皮膚疾患症例のまとめ一クリニックで経験した症例を通してー］

○杉浦　啓二、杉浦真理子（第一クリニック　皮膚科・アレルギー科）

10.「職業性皮膚疾患におけるクリニックでの取り組み」

○山内　真弓（看護師）、杉浦　啓二、杉浦真理子

（第一 クリニック　皮膚科・アレルギー科）

土橋　 邦生 （群馬 大学　 医学 部　 保健学 科　 教授）

14
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頻 卸 ‾‾剌

紫外線と皮膚一波長ごとの光生物学的差違

職業・環境アレルギー誌　17（1 ）2009

○森田　明理

名古屋市立大学大学院医学研究科　加齢・環境皮膚科学

紫外線は、短波長側からＵＶＣ（290nm 以下）、ＵＶＢ（290-320nm ）、ＵＶＡ（320-400nm ）

に分けられる。 ＵＶＣは、地球を取り囲むオゾン層よりも上空でほとんど吸収され、地表には

届かない。そのため、ＵＶＢ・ＵＶＡ 領域が、光生物学における研究での主体となるが、波長

ごとの特性の研究は少なく、場合によっては「紫外線」として一一括りにされることもあり、研

究に使用される光源も双方が混ざっていることが多い。よく知られていることであれば、長波

長になれば真皮まで到達可能なことや、紅斑反応では主にＵＶＢで誘導されることである。　し

かし、ＵＶＡ ではＵＶＡ１（340-400nm ）とＵＶＡ２（320-340nm ）に分けられているにもかかわ

らず、実際の光生物学的な作用は不明な点が多い。

本講演では、先述のＵＶＡＩの光生物学的な作用をはじめ、研究が非常に進歩したＵＶＢ に

よる紫外線の免疫機能制御に関して、生物学的な意味合いや治療への応用などを考えながら、

概説を行いたい。

私達の研究室のテーマとして、光線療法のメカニズム解析をすすめているが、遅延型過敏反

応のモデルマウスにおいて、300 ～310nm が最も遅延型過敏反応を抑制することを明らかとし

た。 モノクロメーターを用いて290 ～320nm の波長の光を各50mJ/ ｃｍ２ずつマウス腹部に照

射し、リンパ節におけるリンパ球のFo ｘp3 発現をｒｅａｌ-tｉｍｅ ＰＣＲ を用いて解析したところ、

300nm をピークとしてコントロールに比較し約1.4 倍に発現が増加していた。 またIL-10 は

290nm 付近をピークとして約２倍の発現の増加を認め、さらにＦＡＣＳ解析でも同様の結果を

得た。一方、ＴＨ-17 細胞を誘導するIL-23 、IL-6 は約50 ％低下した。同時にIL-17 は、感作

単独に比較して約50 ％に減少する傾向がみられた。これらのことから、300 ～310nm 付近の紫

外線によって、制御性Ｔ 細胞であるCD4 ’ＣＤ２５Ｆｏｘp3T 細胞（Ｔｒｅｇ）が誘導されることが

わかり、同時にサイトカイン環境もＴＨ-17 細胞を抑制するように働き、Ｔｒｅｇ優位になること

が明らかとなった。

近年、自己免疫疾患・アレルギー疾患の治療において、制御性Ｔ 細胞の制御が重要であり、

根治的な治療に結びつくことが考えられている。一方、新たなＴ 細胞のサブセ ットである

ＴＨ-17細胞（IL-17 産生細胞）は、自己免疫疾患の発症や乾癖・アトピー性皮膚炎の重要な病

因細胞として認識されるようになった。 ＴＨ-17 細胞の制御には、もっともＴｒｅｇが重要であり、

17
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このバランスが疾患の発症や病勢にっながることも最近明らかとされた。

今後紫外線の波長ごとの解析は、紫外線の悪い部分の解析のみならず、良い部分の解析も非

常に重要な課題と考えられる。

18



森田　明理（もりた　あきみち）

職業・環境アレルギー誌　17（1）2009

■略　歴

1989 年　 名古屋崔 立大学医学部医学科卒業

1990 年　名占屋市立大学大学院医学研究科（博士課程）入学

愛知県がんセンター研究所免疫部研修生

1994 年　名111屋市立大学医学部助手

1995～1997 年　 独デュッセルドルフ大学皮膚科（独フンボルト財団奨学研究員）

1997～1998 年　米テキサス大学サウスウェ スターンメディカルセンター皮膚科

1998 年　名古屋市立大学医学部講師

2001 年　名古屋市立大学医学部助教授

2003 年　名ljjl‘屋市立大学大学院医学研究科　教授

2（）06年　名古屋市立大学蝶が岳ボランティア診療所長兼務

2圓7 年　名城大学大学院理工学研究科　匍:気電子・情報・材料工学専攻　特任教授兼務

2008 年　Joｕｒｎａｌ ｏｆ Ｄｅｒｍａt０１０ｇｉｃａｌ Ｓｃｉｅｎｃｅ 編集長

■研究テーマ

光生物学、皮膚免疫学、環境因子による皮膚老化

■ 学　 会

日 本 皮 膚 科 学 会 会 員 （ 代 議 員 、 広 報 委 員 ）

日 本 研 究 皮 府 科 学 会 会 員 （ 理 事 、JDS 雑 誌 編 集 長 ）

日 本 乾 癖 学 会 会 員 （ 理 事 ）

太 陽 紫 外 線 防 御 委 員 会 （ 理 事 ）

口 本 光 医 学 ・ 光 生 物 学 会 （ 理 事 ）

光 老 化 研 究 会 （ 事 務 局 長 ）

Ｔｈｅ Ｋ ａｏｈｓiｕｎ ｇ Ｊｏｕｒｎ ａｌ ｏｆ Ｍ ｅｄｉｃａ１ Ｓｃｉｅｎｃｅｓ （Edit ｏｒｉａ１ Ｂｏａｒｄ ｍ ｅｍ ｂｅｒ ）

Ｔ ｈｅ Ｏｐｅｎ Ｍ ｉｃｒｏｂｉｏｌｏｇｙ Jo ｕｒｎａ１（Edit ｏｒial bo ｒａｄ ｍ ｅｍ ｂｅｒ）

Ｄ ｅＦｍ ａt ｏｌｏｇｙ Ｗ ｏｒld Repo ｒt

Ｔ ｈｅ Ｏｐｅｎ Ｄ ｅｒｍ ａt ｏｌｏｇｙ Jo ｕｒｎａ１ （Edit ｏｒial bo ｒａｄ ｍ ｅｍ ｂｅｒ）

Ｄ ｅｕt ｓｃｈｅ Ｄ ｅｍ ａt ｏｌｏｇｉｃｈｅ Ｇ ｅｓeHschaft （ Ｃ ｏｒｒｅｓｐｏｎ ｄｉｎ ｇ Ｍ ｅｍ ｂｅｒ ）

Ｄ ｅｒ Ｈ ａｕt ａｒｚt （int ｅｒｎａtｉｏｎａｌ ａｄｖis ｏｒy ｂｏａｒｄ ｍ ｅｍ ｂｅｒ ）
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加 俸斟

透析治療と環境物質

○山崎　 親雄

増 子クリニック　昴

体外循環治療である血液透析では、患者血液が直接または間接的に異物に接触する場面が多

数ある。

金属またはプラスティック穿刺針、ＰＶＣ製の血液回路、セルロース膜または合成膜を用い

たダイアライザーなどは、血液に直接接触する。血中の代謝産物や過剰の水分は、拡散または

限外濾過の原理に従って、透析膜を介して透析液側に移動するが、全く逆に、透析液またはそ

の溶質が、透析膜を介して血液側へ移動する場合も少なくない。この際、種々の化学物質が生

体に影響を与えることは容易に推測できる。

今回は、 わが国透析医療の歴史の中で生じた、以 ‾ドのような「透析と環境物質」の問題（合

併症などの不具合）について総花的に述べてみたい。

１。血液体外循環と白血球（好中球）減少

biocompatibilitｙ　合成膜の開発

２．ＥＯＧと好酸球増多症

診療報酬による問題解決

３．塩ビ回路可塑剤としてのフタル酸エステル

現在はダイオキシン問題として

４．アルミニウムと透析脳症

水道水中のAI 濃度　保険誘導によるＲＯ装置の導入

５．その他

エンドトキシン・消毒液・ヘパリン……

20



山崎　親雄（やまざき　ちかお）

■略　歴

1943（S18 ）年12 月18 日東京生まれ

1968（S43 ）年　名古屋大学医学部卒

1973（S48 ）年　衆済会増ｆ記念病院人社

1992（H4 ）年　同院長就任

2005（H17 ）年　増子クリニック　昴　院長就任

■現　 職

冊 日本透析医会会長 （2001 ・ H13 年）

（社）口本臓器移植ネットワー ク理事（1995 ・ H 7 年）

［司　中日本 支部長（2001 ・ H13 年）

21 －
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｢麻 講副

ベビースキンケア用品と環境アレルギー

○矢作　一朗

ピジョン株式会社　開発本部　基礎研究部　チーフマネージャー

乳幼児のアトピー性皮膚炎に対する親の関心は高く、スキンケアの必要性もよく認識してい

る。 また、ベビースキンケア用品の「安全性」に対する期待も大きい。本講演では乳幼児に連

用されるベビースキンケア川品がアレルギーの原囚物質となる可能性を少しでも軽減させるた

めの留意点を中心に育児用品メーカーの視点から述べる。

生後３ヶ月前後以降、乳幼児の顔部の皮脂は男女とも急激に減少するため、皮膚のバリア機

能が低下し、皮膚の乾燥や痛庫を引き起こすことが多い。スキンケアによって皮膚のバリア機

能を向上させることは乳幼児を取り巻く様々な環境中の抗原から肌を守るという意味において

も重要である。　しかし、ベビースキンケア用品は乳幼児期に連用されるため、 アレルギー性接

触皮膚炎の原因となる場合もあり、 スキンケア用品メーカーは原粁単位の各種安全性確認や製

品の皮膚一次刺激性だけではなく、製品の皮膚感作性についても十分検討しなければならない。

最近よく見られるプレミックス原料は製品の製造工程や時間を短縮でき、メーカーにとって利

点が多いが、使用に際しては利便性だけではなく、含有している各原料の安全情報、市場での

使用実績の確認を行い、総合的に有用性を評価し、判断すべきである。また、環境中の微生物

は増殖によってアレルゲンとなる可能性があり、製品が使用される環境下での微生物の二次汚

染を防止するためにも、容器の性能確認は重要である。ベビースキンケア用品に限らず今後の

育児用品全体の課題としては「乳幼児の変化への対応」がある。特に近年、日本では出生体重

の低下に伴い、低出生体重児の出生率が増加している。 2007年の低出生体重児の出生率は

1975 年の約２倍の9.7 ％になっており、各育児用品メーカーは児の体格変化や様々な生理的変

化を調査研究し、乳幼児の特性や安全に対応していく必要があると考える。
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矢作　一朗（やはぎ　いちろう）

■略　歴

1986 年　昭和薬科人学生物薬学秤卒業

1992 年　ピジョン株式会社入社

現在　基礎研究部　チーフマネージャー
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シンポジウムー1

環境ホルモン（免疫撹乱物質）をはじめとした環境化学物質とアトピー疾患

○高橋　一夫、菅原万理子、内田　敬久、池渾　善郎

横浜市立人学医学部皮膚科学

1990 年代、 日本 で も欧州 で もダイオキ シンの健 康被害が大変 注目され、生 体へ の影響 がよ

く研究 された。 加え て、 皮膚科臨床で はな ぜこんなにまでに重症なア トピー性皮膚炎が増え た

かが 問題 視 されて いた。 そ んな 最中、1996 年 に出版 され た Ｃｏｌｂｏｒｎ らによ る 「Ｏｕｒ Stｏｌｅｎ

Ｆｕtｕｒｅ（奪われし未来）」 には生殖機能 の異常を来した鳥類、 腿虫 類の例 が化学物質汚染 と関

連 した ものと して多数述 べられた。 日本人 の遺伝要因はかわらないので環境因子 に悪化 要囚を

求め るのが自然であ り、私 は彼女 らの著書 の影響 もあって、 環境因 子の中でも化学物質 の氾濫

と アレルギーの重症化とが関連 があるので はと考え るようになった。 化学物質 と言 って もとら

えど ころがないので、 我 々は、 トリブチル錫（環境 ホルモンの一種） やホルムアルデヒドの免

疫ア レルギー反 応への影響を研究 した。 その研究成果をまと めると、あ る種の環境 ホルモ ンは

Th1/Th2 バラ ンスをTh2 に シフトさせ、 また、 細胞内の酸化還元 システムに酸 化 ストレ スを

加え ることに なりアレルギー反応を増強す ることが示 された。 また、最近では、 ダイオキ シン

のリガ ンドであ るａｒｙl hｙdｒｏｃａｒｂｏｎ ｒｅｃｅｐtｏｒ （ＡｈＲ）がTh17 に特異的 に発現 してお り、 自

己免 疫の発症・修飾 に関 わるかもしれない との報 告がなされた。 は じめは根拠の薄い想像では

あ ったが、 環境化学物質 は免疫 アレルギ ー疾患をいろいろと修飾していることを示唆するデー

タが集 積されてきた。

中国産牛 乳へのメラ ミン混入、冷凍鮫子へのメタミドフォス混入など 食の安全を脅かすニュー

スや研究報 告は枚挙の暇がない。誠 に残 念ながら現状で の環境中 の化学物質汚染 はかな り深刻

で あ ると 言わざるを得ない。 本 シンポジウムでは身 のまわり の化学物質 が免疫 アレルギー疾患

の修 飾に関与 して いる可 能性に付き話題を 提供して みたい。
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高橋　一夫（たかはし　かずお）

■略　歴

昭和62年３月

平成元年６月

平成元年６月

平成元年12月

平成４年４月

平成６年６月

平成７年６月

平成11年12月

平成15年 ４月

平成17年 ４月

・学会等委員

平成13年４月～

平成17年６月～

平成18年４月～

平成20年７月～
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国立旭川医科大学卒業

横浜市立大学医学部病院　修了

横浜市立大学医学部皮膚科

横浜南共済病院皮膚科

独国デュッセルドルフ大学医学部公衆衛生研究所リサーチフェロー

横浜市立大学医学部皮膚科　助手

国立柑模原病院皮膚科　医長

横浜市立大学医学部皮膚科　病院講師

横浜市立大学大学院医学研究科環境免疫病態皮膚科学　講師

横浜市立大学医学部皮膚科学　准教授

現在に至る

日本アレルギー学会　代議員（旧評議員）

神奈川県社会保険診療報酬請求書審査委員

日本皮膚科学会東京支部　代議員

日本アレルギー学会学術運営委員
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シンポ ジウム ー2

トリクロロエチレンによる重症皮膚障害

○上島　通浩1)、王　　海蘭2)、黄　　漢林2;、那須　民江3)

1 名占屋市立大学大学院医学研究科環境保健学分野　　いp 国広東省職業病防治院

31名占屋大学大学院医学系研究科環境労働衛生学

1990 年代以降、 アジア諸国のトリクロロエチレン（ＴＲＩ）使用職場において、肝障害を伴

う重症皮膚障害が多発し問題になっている。この疾病は、典型的な急性及び慢性有機溶剤中毒

とは明らかに異なる点を含む特徴を有している。第一に、感受性の個体差がきわめて大きく、

同一条件で曝露される数十人から数百人のうちひとりの高感受性者のみが発症する。第二に、

曝露開始から発症までの期間は概ね１ヵ月であり、３ヵ月を過ぎて発症しなければこの全身性

皮膚肝障害に罹患することはない。第三に、皮疹は全身にひろがる紅色の斑丘疹や多形紅斑を

特徴とし、中国では剥脱性皮膚炎、多形紅斑、スティーブンス・ジョンソン症候群、中毒性表

皮壊死融解症の４病型に分類されている。 第四に、ほぼ令例で肝障害が合併し、７割の患者で

表在リンパ節腫脹がみられる。すなわち、この全身性皮膚炎は、溶剤の脱脂作用による刺激性

皮膚炎とは明らかに異なり、重症薬疹と共通の病態・機序を有する疾患であることがうかがわ

れる。

演者らは、2000 年より日中共同でこの疾患の病因・病態と予防法の解明をめざし研究を行っ

てきた。臨床像より感染性疾患の関与を疑い各種抗体価を調べたところ、薬剤性過敏症症候群

（DIHS ）と呼ばれる重症薬疹と同様に、小児期の突発疹の原囚であるヒトヘルペスウイルス６

型（ＨＨＶ６）の再活性化が起きていた。また、患者の尿中ＴＲＩ代謝物量は、日本の許容濃度

（25ppm ）での曝露に相当する生物学的許容値を超えているとみられること、同じ職場の未発

症作業者の尿中代謝物濃度域と･服なっていること、未発症の作業者では空気中個人曝露濃度か

ら予想される量を著しく超える尿中代謝物の蓄積がみられることを明らかにした。さらに、患

者では血中ＩＦＮ-7、ＴＮＦ-α、IL-10 等のサイトカインが上昇し、ＨＨＶ６の再活性化と関連のあ

ることが判明した。
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上島

1964

通浩（かみじま　みちひろ）

（昭和39 ）年生まれ　45 歳
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■現　職

名古屋市立人学大学院医学研究科医学教育・社会医学講座環境保健学分野　教授

■略　歴

1991 年

1991 年～1995 年

↓995年～1998 年

1997 年～1999 年

東北大学医学部卒業

名古屋大学人学院医学研究科博士課程（衛生学刄攻）

名古屋大学医学部助手（衛生学講座）

米国カリフォルニア大学バークレー校自然資源学部環境科学政策竹理学講

座客員研究員

1998 年～2004 年　 名古屋大学大学院医学系研究科講師（社会生命科学講座環境労働衛生学）

2004 年～2009 年３月　同助教授（2007 年より准教授）

2009 年４月～　　 名古屋市立人学大学院医学研究科教授

■学会活動

[]本産業衛生学会代議員・東海地方会理事(2002 年～)、同学会編集委員(2005 年～、2008

年より副編集委員長)、日本衛生学会評議員(2007 年～)、日本トキシコロジー学会評議員

(2008 年～)、日本農薬学会常任編集委貝(2009 年～)

■その他の社会活動

厚生労働省( 中央労働災害防止協会)、有害性評価､1}原案作成分科会委員(2007 年～)、環境

省( 環境情報科学センター)、小児環境保健疫学調査ワーキンググループ委員(2008 年～)、

愛知労働局労働衛生指導医(20()8年～)、労働者健康福祉機構愛知産業保健推進センター産業

保健柵談員(2008 年～) 他
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シンポジウムー2　追加発言

二酸化チオ尿素による重症皮膚障害

○河内　桂子

岐阜市民病院皮膚科

職場で二酸化チオ尿素による、重症皮膚障害を経験した。症例:53 歳男性、繊維染色工場

勤務。脱色工程で使用する薬品が二酸化チオ尿素に変更された３週間後よりびらんを伴う紅斑

が発生した。勤務を継続しプレドニソロン（PSL ）20mg 内服で軽快せず。暴露を避ける目的

で入院。その後も皮疹は拡人した。 ＰＳＬ３０ｍｇに増量し皮疹は徐々に軽快。皮膚生検病理組織

ＨＥ像：表皮基底層の液状変性、表皮の全層壊死と表皮内リンパ球浸潤を認めた。二酸化チオ

尿素によるパッチテストとリンパ球刺激試験が陽性。二酸化チオ尿素による薬疹と診断。配置

換え復職後に皮膚障害の再燃は認めていない。

二酸化チオ尿素（別名ホルムアミジンスルフィン酸、アミノメタンスルフィン酸）は皮革・

紙・パルプ産業などで汎用され、また家庭用還元漂白剤にも使用されている還元剤である。こ

れまでに本剤によるXR症皮膚障害の報告はないが、本剤や類似化合物による潜在症例や新規症

例の発生の可能性は充分にある。本剤が抗原となり表皮壊死を伴う皮膚障害を誘導する可能性

を認識し、取り扱い現場では感作を未然に防ぐ作業方法の指導や皮膚障害の早期発見と対応策

を持つことが:亜要であると考える。
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河内　桂子（こうち　けいこ）

■略　歴

平成17 年

平成17 年～

平成19 年～

岐阜人学医学部卒業

岐阜赤十字病院　初期臨床研修

岐阜人学医学部皮膚科学教室入局

岐阜大学医学部付属病院皮膚科

平成20 年～　岐阜市民病院皮膚科
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シンポジウ ム ー3

皮膚の神経原性炎症に対するＶＯＣの増強効果一動物モデルを用いた基礎研究

○坂本　龍雄

名古屋大学大学院医学系研究科小児科学

皮 膚の神 経原性 炎症 の増 強 は、 知覚神 経 Ｃ 線維か らのタキ キニ ン遊離量 の増 加と遊離閥 値

の低下、 タ キキニ ンＮＫ１受 容 体の発現増強 と活性化、Ｎｅｕtｒａｌ ｅｎｄｏｐｅｐtidaｓｅ活 性の低 ﾄ゙ﾞな

どによって引き起 こされ る。揮 発性有機化合物 （ＶＯＣ）、 とりわけ芳香族化合物 は皮膚 に付着

す ると血漿 漏出な どの急性 炎症を 引き起 こすが、 ホルマリ ンと同様、 こ の反応 には Ｃ 線維 か

ら遊 離し たタ キ キニ ンが 関与 し てい る。 ま た、 こ れら の化合 物を塗 布 す ると炎 症惹起 物質

（ＴＮＦ-αや活 性酸素 など） を遊 離す ること も知ら れてい る。我 々は ラット皮膚 にキ シレ ンを

塗布 し、 皮膚の Ｃ 線 維の増生と ＮＫ１受容 体の増 加、 その結果引き起こされ る神経原性皮膚 血

漿漏 出の増強の有無を検 討した。 また、 キシレン塗布 による皮膚反応 に対す るタ クロリムス軟

膏 の抑制 効果 について も検討 した。

（方法）ラットの腹部にキシレンを塗布し、12 日後、ホルマリン皮内投与により惹起される

神経原性皮膚血漿漏出を測定した。さらに、タクロリムス軟膏（0.1％）を 前塗布し、キシレ

ン塗布後の皮膚の神経原性血漿漏出の増強に及ぼす影響を調べた。また、キシレン塗布後のＣ

線維の分布をサブスタンスＰ抗体を用いた蛍光免疫染色法により観察した。ＮＫ↓受容体、ニュー

ロトロフイン（ＮＧＦ、ＢＤＮＦ）の発現についても同様に観察した。

（結果）キシレン塗布は神経原性皮膚血漿漏出を増強した。キシレン塗布36 時間後、主に真

皮内に浸潤した単核球、肥満細胞、好中球でＮＧＦ、ＢＤＮＦ の発現が増強した。 12日後には、

真皮層でのＣ線維の増生とＮＫ１受容体の増加を認めた。タクロリムス軟膏はこれらの皮膚反

応をすべて抑制した。

（結論）キシレン塗布により皮膚の神経原性血漿漏出が増強したが、ニューロトロフィンが介

在したＣ線維の増生とＮＫ１受容体の増加に起因すると考えられた。他の芳香族 ＶＯＣ もキシ

レンと同様、皮膚の神経原性炎症を増強する可能性が示唆された。 タクロリムス軟膏はこれら

の皮膚反応を抑制する可能性を有する。
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坂本　龍雄（さかもと　たつお）

（昭和31 年２月２日生、53 歳）

名古屋大学大学院医学系研究科小児科学准教授
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■ 略　歴

昭和50 年４月　名古屋大学医学部入学

昭和56 年３月　名古屋大学医学部卒業

昭和56 年４月～昭和57 年３月　公立陶生病院初期ローテート研修

昭和56 年５月30 日　医師免許証取得

昭和57 年４月～昭和60 年３月　みなと医療生活協同組合協立病院小児科研修

昭和60 年４月～平成１年３月　 名古屋大学大学院医学研究科（単位取得退学）

平成 １ 年４月～平成２年８月　尾西市民病院小児科勤務

平成 ２ 年４月27 日　医学博士号取得

平成 ２ 年９月～平成４年12 月　英国国立心肺研究所胸部疾患部門客員研究員

平成 ５ 年１月～平成５年12 月　碧南市民病院小児科勤務

平成 ６ 年１月～平成10 年３月　名古屋大学医学部小児科助手

平成10 年４月～平成16 年12 月　同講師

平成17 年１月より名古屋大学大学院医学系研究科小児科学助教授

平成19 年４月より同准教授

■学会活動等

日本小児科学会代議員（平成16 年４月～現在）

日本アレルギー学会評議員（平成７年10 月～現在）

日本小児アレルギー学会評議員（平成11 年８月～現在）
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シンポジウムー4

産業と接触皮膚炎（かぶれ）

○関東　裕美

東邦大学皮膚科学第一講座

パッチテストはアレルギー性接触皮膚炎の原因確認検査として信頼|生の高い検査手段である。

慢性で難治性皮膚疾患に漫然とステロイド外用療法を続けるのではなく、皮膚科医としてその

病因、増悪因子を追求する、例えば職業による関与があるのかとうかを検討する必要がある。

アレルギー検査として患者に対する負荷が低く、安全性、信頼吐の高い皮膚検査が実施される

べきで、私自身は積極的にパッチテストを日常診療で取り入れている。最近は受診者側から就

業中に扱った物質による皮膚症状や呼吸器症状ではないかとの訴えで原因物質を持参して受診

したり、他施設から治療終了後に原因物質の確認を依頼されることも多くなっている。多くの

物質がその使用前に安全性が検討され、刺激性接触皮膚炎は減少していることと思われるが、

実際にとり扱う就業者が物質についての知識が十分でない、或は教育されていないこともある。

一方特定個人に発症する職業性アレルギー性接触皮膚炎の頻度は低いとしても我々医療側で見

識を深めていくことが必要であろう。

今回の発表では演者が経験した種々の職業性接触皮膚炎症例とパッチテスト結果を紹介する

が、日常生活の中で感作されるアレルゲンと職業性アレルゲンとの関わりに付いても触れてみ

たい。

種々の産業分野で予想し得ないほどの物質が扱われ、それらによる多くの健康を害する症状

が急性にも慢性にも生じるのであろうが、眼に見える皮膚症状を把握し判断することで生体へ

の危険性が拡大しないうちに就業継続の可否、配置転換決定などの措置が取られるべきである

ど考えている。
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関東　裕美（かんとう　ひろみ）
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■ 略　 歴

1981 年　 東邦大学医学部卒業

1982 年　 東邦大学医学部助手

1986 年　 東京共済病院医長

1988 年　 東邦大学医学部助手復職

199（）年　 日産厚生会玉川病院医長

1995 年　 日産厚生会玉川病院部長

1997 年　 東邦大学医学部助手復職

2000 年　 米国 Ｃｉｎｃｉｎｎａti大学皮膚科学教室留学 （リサーチフェロ ー）

2003 年　 東邦大学医 学部助手 （皮膚科学第一講座）復職

2005 年　 東邦大学医 学部講師

2007 年　 東邦大学医 学部准教授

現在に至る
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シンポジウムー5

理・美容師の職業性皮膚炎

○西岡　和恵

ジョイ皮ふ科クリニック

理・美容師は、洗髪、カット、パーマネント、染毛などの作業を連日繰り返し行っており、

手の皮膚炎が高頻度にみられる職業である。シャンプー剤などの界面活性剤を用いた水仕事:に

より、皮膚の乾燥、鱗屑、亀裂、非薄化などの症状を示す刺激性皮膚炎を生じる。この皮膚バ

リアー機構の障害をきたした状態では染毛剤成分などのアレルゲンが容易に侵入し、寝床性の

紅斑、丘疹、苔癖化などの湿疹性変化を示すアレルギー性接触皮膚炎を生じる。アレルギー性

接触皮膚炎では皮疹は手から前腕にとどまらず、顔面、体幹、下肢などに波及する例もまれで

はない。これらの職業性皮膚炎は洗髪などの作業の多い就業後↓年以内のものや、アトピー性

皮膚炎を有するものに好発する。

理・美容師の職場には、アレルゲンとなりうる物質が多数存在しているが、アレルギー性接

触皮膚炎の原因物質として最も重要なものは染毛剤に含まれるパラフェニレンジアミンをけじ

めとする酸化染料である。その他にパーマ液中のチオグリコール酸、作業用ゴム于袋中の加硫

促進剤、整髪料などに含まれる香料、ニッケルなどの金属の感作例も見られる。パッチテスト

により個々の症例での原因物質を明らかにし、皮膚炎の再発、悪化を防ぐためのきめ細かな生

活指導を行うことが必要である。

アレルギー性接触皮膚炎を発症した理・美容師の職業的予後は不良である。職業の継続のた

めには職場、特に上司の理解が必要であり、経営者は職業病であるとの認識に立ち、治療や検

査のための通院を労災として扱い、防止対策をたてていくという姿勢が求められる。 また発症

予防のためには、職業教育の段階で職業性接触皮膚炎についての知識を与えて注意を促し、就

業の早期から染毛の際は必ず、洗髪やパーマネントなどの際にもできるだけ防護手袋を着用す

ることやスキンケアを実践させることが肝要である。また一方で製造者に対しては安全性の高

い製品の開発が望まれる。
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西岡　和恵（にしおか　かずえ）

■略　歴

1973年３月

1973年５月

1974年８月

1984年４月

1鵬 年11月

1991年７月

2003年11月

2008年６月
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山口大学医学部卒業

山口大学医学部付属病院医員（研修医）

山「1大学医学部付属病院助手（皮膚科）

山口大学医学部付属病院講師（皮膚科）

山口大学医学部助教授

山口赤十字病院皮膚科部長

山口大学医学部臨床教授併任（2008 年３月退任）

ジョイ皮ふ科クリニック開院

■主な役職

日本皮膚科学会評議員

日本皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会理事
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【セ ッ シ ョ ン1 】

座長　 秋山　一男（独立行政法人　国立病院機構　相模原病院　臨床研究センター　センター長）

円匯 司

アトピー性皮膚炎患者の仕事に対するストレスとその解消法についてのアンケート調査

○前田　晴美（看護師）、杉浦　啓二、杉浦真理子

第一クリニック　皮膚科・アレルギー科

（目的）アトピー性皮膚炎の悪化の原因は単一ではなく、様々な要因が関与する。その中で仕

事や家事による肉体的、精神的ストレスが悪化の一つであると知られている。今回、実際にス

トレスと皮疹の悪化がどの程度関与しているのかを、アンケート調査により実態を把握し検討

した。

（対象）当院通院中の16 歳以上のアトピー性皮膚炎患者

（方法）アンケート調査について説明し、同意のあった患者に対し、アンケート用紙を渡し記

載してもらった。

（結果）同意の得られた症例は231 例（男性74 例、女性157 例、平均年齢34.7 歳）であった。

職業は会社員（事務）39 例、 会社員（営業）22 例、会社員（その他）30 例、自営業14 例、

公務員６例、主婦26 例、アルバイト33 例、美・理容師３例、医療従事者13 例、学生25 例、

その他18 例、未記入２例であった。

「今までに仕事に関する肉体的ストレスによりアトピー性皮膚炎が悪化したことがあるか」

の問いに対し、ある133 例（57.6％）、ない98 例（42.4％）であった。「今までに仕事に関す

る精神的ストレスによりアトピー性皮膚炎が悪化したことがあるか」の問いに対し、ある132

例（57.1％）、ない98 例（42.4％）、未記入１例（0.5％）であった。肉体的または精神的スト

レスにより、アトピー性皮膚炎の症状悪化を経験した患者（174 例）に対し、どのように対処

したかを質問した（複数回答可）。「内服を増量または強い薬へ変更した。」69 例、「外用を強

い薬に変更した。」90 例、「なにもしなかった。」28 例、「仕事を休んだ。」26 例、「仕事を加え

た。」８例、「仕事をやめた。」13 例、その他27 例、未記入１例であった。「 ストレス解消法は

あるか」の問いに対し、「ある」129 例（74.1％）、「ない」37 例（21.3％）、未記入８例（4.6％）

であった。ストレス解消法があると回答のあった129 例に対し、「 ストレス解消法により皮疹

は改善しますか」との問いに、「改善する」23 例（16.8％）、「改善するときとしないときがあ

る」89 例（65.0％）、「改善しない」17 例（12.4％）、未記入８例（5.8％）であった。

（結語）ｲ士事に対するストレスによるアトピー性皮膚炎の悪化は少なくないが、患者自身が何

らかの方法でストレス解消を試みていることが多い。 ストレス解消法により皮疹が改善する場

合と改善しない場合がある。今回の調査結果をもとに、医師による治療だけではなく、今後、

個々の患者に合わせた新たなストレス解消法を考え、なるべくアトピー性皮膚炎の皮疹の悪化

を最小限におさえられるような看護に努めたい。

－39 －



-

職業・環境アレルギー誌　17（1）2009

[Ξ顛 國

手袋及び靴によって生じたアレルギー性接触暮麻疹

○杉浦　啓二1)、杉浦真理子1)、佐々木和実2)、森　あゆみ2)

1)第一 クリニック　皮膚科・アレルギー科

回虫立行政法人製品評価技術基盤機構　製品安全センター技術業務課

27 歳、 男性。数年前から募麻疹を繰り返していた。当科、初診時、躯幹に募麻疹を認め、

またその周囲には掻破によって生じた皮疹を認めた。経過中、就業時に用いる手袋の着用及び

靴を履くと庫みを生じることが判明した。

患者が使用していた手袋と靴を用いたブリックテストで陽性であった。その後、製品評価技

術基盤機構の協力を得て、手袋及び靴の構成成分について検討した。成分を用いたブリックテ

ストでは、蛍光塗料に対し陽性反応を認めた。しかしながら、この蛍光塗料は本邦に存在する

ものではないため、これ以上の追求が困難であった。使用していた手袋、靴について使用を中

止したところ症状は改善した。

製造業の生産拠点が海外であることが多くなってきた昨今、日本で原材料を調達し製造する

ことは、企業経営において利益の追求のためには難しい面がある。そのため、現在は海外工場

では原材料は現地調達されることが多く、その中には日本では使用しないものが混在する口f能

性があると考えられる。

今回の症例を通して、海外で製造されたものに対するアレルギーの追求の難しさを改めて認

識した。
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ヘアートリートメント液中の加水分解コムギに対する職業性経気道的感作が発

症原因と思われた小麦依存性運動誘発アナフィラキシーの美容師の１例

○福冨　友馬、谷口　正実、

関谷　潔史、斎藤　明美、

国立病院機構相模原病院

前田　裕二、龍野

安枝　　浩、中渾

臨床研究センター

清 香、

卓 也、

谷本

秋山

英則、小野恵美子

一男

22 歳女性、美容師。 2008年５月より朝食にパンを摂取し徒歩で通勤する際、咳、呼吸困難、

鼻炎症状、顔面の紅斑・腫脹、手掌の紅斑などの症状を反復するようになり、精杏加療目的で

紹介受診。病歴から小麦依存性運動誘発アナフィラキシーを疑った。 ＣＡＰ-ＲＡＳＴ による血液

中特異的ｌｇＥ抗体は、小麦、 グルテン含めその他の食物で陰性であったが、Ｐｒick tｅｓtでは、

食物アレルゲン中パン（トリイ）のみ陽性であった。人院経口負荷試験では、アスピリン0.5g

内服下でパン１枚摂取後に運動負荷を行ったところアナフィラキシーが誘発され小麦依存性運

動誘発アナフィラキシー（ＷＤＥＩＡ）の確定診断となった。その後の詳細な病歴聴取の結果、

アナフィラキシーの発症に先立ち、美容師として仕事中に使用する特定のヘアトリートメント

液使用時に、重篤な職業性のL 下気道アレルギー症状にもともと患者は悩まされており、この

ヘアトリートメント液には加水分解コムギが含まれていたことが分かった。後にヘアトリート

メント液、その成分の加水分解コムギを人手しそれを用いたＰｒick tｅｓt を施行したところ、

両者に対して強陽性反応を示した。以上より、職業性の加水分解小麦に対する経気道的な感作

により、小麦アレルギーが成立し、ＷＤＥＩＡ 発症の原因となったものど考えられた。このよう

な職業性の経気道的小麦アレルゲン感作が ＷＤＥＩＡ の発症原因となったことが疑われた症例

は文献上これまで報告がないためここに報告する。
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【 セ ッ シ ョ ン2 】

座長　佐藤　一博（福井大学　医学部　環境保健学　准教授）

｢二硬 廬敲‾41

石綿曝露歴を有するlgG4 関連肺疾患の１例

○豊嶋　幹生lj、千田　金吾2)、河野　雅人2)、貝田　勇介2)、中村祐太郎2) 須田　 隆文2)

椙村　春彦3)

1)浜松労災病院呼吸器科　　2J浜松医科大学第二内科　　い浜松医科人学第一病理

（症例） 症例は57 歳 、男性、 夜 間に多い慢性咳楸、 喘鳴、 労作時 呼吸困難 にて受 診した。既

喫煙者 （Ｂ.1.900）で、 建築物修繕 作業 で10 年間の石綿曝露 歴があった。 胸部単純Ｘ線上 肺気

腫お よび線状網 状影、 胸 部 ＣＴ 上 気腫性 変化、 粒状 結節影、 浸潤 影、ｓｕbpleｕｒal cｕｒｖilineaｒ

shado ｗ、胸膜 プラー クを認めた。 TP 12.4g/dl 、Alb 1.4g/dl 、7 グロブリ ン69.1 ％、lgG 8396

mg/dl 、lgG4 3520mg/dl 、lgE 4940 1U/ml 、ＲＡＳＴ はダニ、 が、 ゴキ ブ` ﾘ で陽性であ った。

血液ガ ス分 析で は ＰａＣ０２ ３６.４ Ｔｏｒｒ、Pa02 65. ４ Ｔｏｒｒ と低酸素 血症を 認め、 呼吸 機能検 査で

は％VC 119.4 ％、ＦＥＶＩ.0％63.2 ％と閉塞性障害を認 めた。左S10 の結節 の生検にて リンパ球、

lgG4 陽 性形質 細胞 の浸潤 を伴 う間質、 血管周囲 の硝子 化、 線 維化を認 め、lgG4 関連肺 疾患

と診断 した。 Ｇａ シンチ グラフ ィで は肺野、肺門、縦 隔、 頚部、下 顎、 右耳下腺に取 り込 みを

認 めたが、 腹部お よび他臓器への取り込 みを認めず、腹部 ＣＴ にて肝臓に異常所見を認めなか っ

た。　チオ ト ロ ピ ウ ム投 り に て 労 作時 呼吸 困難 は改 善 す る も 咳 楸、 喘 鳴 は 改善 せ ず、 ＳＦＣ

（FP500 μｇ，Salm50 μｇ・2 回/ 日）投与 にて軽快した。 呼吸器症状 は改善し、他臓 器病変を認

めなか ったため、 ステロイド剤の全身投与 は行わなかった。

（考察）lgG4 関連疾患の病態としてTh2 優位・Ｔｒeg 機能充進が報告されている。 また、石

綿曝露によるｌｇＥ 産生の充進およびアトピー疾患の発症が報告されている。 アトピー疾患に

おける過剰なＴｒｅｇ機能充進がlgG4 関連疾患の病態とも考えられる。石綿曝露は、ｌｇＥ 産生

九進およびアトピー疾患合併を介して、lgG4 関連疾患の発症要因の一つである可能性が推定

される。
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石匯 糾
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珪肺症を有し特異な皮膚症状を呈した全身性強皮症

○林　　宏明に 、前田

リ||崎医科大学　衛生学

恵1)、熊谷　直子1)、西村　泰光1)、藤本　亘2)、大槻　剛己1)

〕日崎医科大学　皮膚科

78 歳男性。初診２か月前より頭部、顔面、前腕、手背に皮疹が出現してきたため当科受診。

初診時、頭部、顔面、頭部、上胸部、上背部、腰部に脱色素斑を伴う暗紅色～紫褐色斑を認め

た。上胸部、上背部、腰背部には脱色素斑を伴う褐色色素沈着を認め、同部の皮膚は硬化し、

つまみ上げが困難であった。また、前腕～手背は全体に腫脹し暗紫紅色斑を伴う浮腫性硬化を

認めた。初診前には手指のレイノー現象は自覚しておらず、初診時に Ｇｏttｒｏｎ徴候、爪囲紅

斑、爪上皮出血点、虫食状痘痕、潰瘍形成は認めなかったが、初診後、手指の冷感と暗紫紅色

調が持続することに気付いた。光線過敏症を疑い光線照射テストを行うも最少紅斑量の低下な

し。血液検査にて ミオグロビン96.4ng/ ｍＬ、 アルドラーゼ6.3U/ Ｌ と軽度上昇し、抗核抗体

（ＥＬＩＳＡ）85.6（正常20 未満）と高値で、各種自己抗体を検査したところ抗Sc1-70 （ＥＬＴＳＡ）

500ｕ/ml 以上と陽性、他の自己抗体はすべて陰性であった。胸部の皮膚硬化部は病理組織学

的に真皮全層にわたる膠原線維の増生と、少数の炎症細胞浸潤を認め、強皮症に合致する組織

所見であった。胸部ＣＴ検査にて、両側下葉背側には間質性肺炎の所見を認め膠原病に合致す

るものであったが、縦隔の腫大したリンパ節の石灰化や肺野の小粒状影も存在したため塵肺症、

特に珪肺症の合併が疑われた。 ＣＴ の結果をうけて職業歴の問診を再度おこなったところ、45

歳頃からチェーンソーを使川する建築用木材の切り出し作業を年に数回行っており、50 歳か

ら約20 年間、瓦を切断、加工して屋根を葺く仕事に従事していたことが判明。以上より珪肺

症を合併した全身性強皮症と診断した。ステロイド外用剤のみでは治療に抵抗したため、プレ

ドニ ン10mg/day 内服により皮膚症状の改善を認めたが、初診時に皮膚硬化の強かった上胸

部ではまだ硬化が残存している。
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[三匯席料

感作性化学物質の新分類基準とリスト（案）一世界に調和した我国の未来をめざして

○佐藤　一博、日下　幸則

福井大学医学部環境保健学

2003 年国際連合より、有害性に基づく化学物質の国際調和分類基準（ＧＨＳ）が勧告出版さ

れた。去年度（2008 年）から、全世界で ＧＨＳが導人された。 ＧＨＳに基づきラベルやSDS を

作成することとされている。本学会の職業性アレルギー疾患の予防のガイドライン作成特設委

員会が作成した ＧＨＳに準拠した感作性化学物質リストは、ＮＩＴＥ（製品評価技術基盤機構）

の分類作業の気道感作性の判定基準に採用されている。

日本産業衛生学会許容濃度等委員会の感作性物質の分類基準は、皮膚気道双方ともヒトを対

象とした疫学研究、症例研究、及び特異抗体、吸入誘発試験、皮膚貼付試験の報告をその根拠

としており、動物実験による報告は考慮していない。ところが、ドイツ学術振興協会 ①ＦＧ）

の ＭＡＫ やヨーロッパ共同体（ＥＣ）のＥＣＢやＧＨＳの感作性分類基準では、分類基準に動物

実験の結果を取り入れ、皮膚感作に関しては適切な動物実験陽性結果（ＯＥＣＤ ガイドライン

406、429）の信頼性は高い、としている。

そこで、我々は日本産業衛生学会の感作性分類基準に動物実験を取り入れた新たな分類基準

を試案し、既感作性物質を再分類したので報告する。 それは ＭＡＫ のリストに照らしても妥

当性があることも検証できた。

［謝辞］

本研究を行うにあたり、青山公治先生（鹿児島人学）・上田　厚先生（熊本大学）・原田幸一

先生（熊本人学）・皆本景子先生（熊本人学）・大槻剛己先生（川崎医科大学）・山ド邦彦先生

（ダイセル化学工業）・竹下達也先生（和歌山医科大学）・柴田英治先生（愛知医科大学）・梅

村朋弘先生（福井大学）・土橋邦生先生（群馬大学）・宮川宗之先生（産衛研）・鹿庭正昭先生

（国立衛研）・圓藤陽子先生（東京労災病院）に深謝致します。
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構造によるフラボノイドの抗アレルギー作用の検討

○平山達也1)、川部　　勤2. 3)、松島充代子2八 森　　朱美1)、高木　 健三2)

¨名古屋大学大学院　医学系研究科　病態解析学分野

2` 1名古屋大学医学部保健学科検査技術科学専攻

丿名古屋大学予防早期医療創成センター

（ 目 的 ） こ れ ま で 我 々 は フ ラ ボ ノ イ ド で あ る ケ ル セ チ ン 、 ケ ン フ ェ ロ ー ル 、 ミ リ セ チ ン が

ｎｕｃｌｅａｒ ｆａｄ ｏｒ-ｅｒｙth ｒoid 2 ｒｅｌａted fact ｏｒ 2 （Ｎｒf2 ） を 介 し て ｈｅｍ ｅ ｏｘｙｇｅｎａｓｅ （ Ｈ Ｏ ）-1 の

発 現 を 増 強 さ せ て 抗 ア レ ル ギ ー 作 用 を 示 す こ と を 明 ら か に し た 。 フ ラ ボ ノ イ ド は4,000 種 類 以

上 が 発 見 さ れ て お り 、 そ の 構 造 の 違 い が 生 理 活 性 の 強 さ に 影 響 を 与 え る こ と が 報 告 さ れ て い る 。

今 回 我 々 は 、 こ れ ま で に 報 告 さ れ て い る 構 造 と 生 理 活 性 の 強 さ の 関 係 か ら 、 Ｃ 環2-3 位 間 の 二

重 結 合 の 有 無 、 Ｃ 環 ４ 位 の ケ ト ン 基 の 有 無 、 Ｂ 環 の ヒ ド ロ キ シ ル 基 の 数 と 位 置 に 注 目 し 、 こ れ

ら の 構 造 を 網 羅 す る フ ラ ボ ノ イ ド を 用 い て 各 種 フ ラ ボ ノ イ ド の 抗 ア レ ル ギ ー 作 用 、 お よ び

Ｈ Ｏ- １ と の 関 係 に つ い て 検 討 し た 。

（方法）ラット肥満細胞株ＲＢし2H3 細胞を使用した。各種フラボノイドの作用はA23187 刺

激および毎Ｅ刺激後の脱穎粒に対する作用、およびＨＯ-１の発現で評価した。また、脱穎粒

の指標としてβ-heｘｏｓａｍｉｎｉｄａｓｅ活性を測定した。

（結果・考察）Ｃ環2-3 位間の二重結合を有するフラボノイドでは脱穎粒抑制作用およびＨＯ-

１の発現増強を確認できた。一方、Ｃ環2-3 位間の二重結合を有さないフラボノイドでは脱穎

粒抑制作用およびＨＯ-１の発現増強を確認できなかった。以上の結果よりフラボノイドのＣ

環2-3 位間の二重結合がＲＢし2H3 細胞における抗アレルギー作用およびＨＯ-１発現誘導にお

いて深く関与している可能性が示唆された。
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【セ ッ シ ョ ン3 】

座長　 宇佐神　篤（東海花粉症研究所　所長）

｢二疸治 珂

スギ花粉症合併喘息におけるスギ花粉飛散時期の鼻炎および喘息症状増悪に対

するプランルカストとフェキソフェナシンの効果の比較検討

○渡逼直人2)上 星野　　誠1)、中川　武正3)、宮渾　輝臣lj

lj聖マリアンナ医科大学呼吸器・感染症内科

2)城西国際大学薬学部薬理学講座

ぶ白浜町国民健康保険直営川添診療所

（目的）通院加療中の気管支喘息患者でスギ花粉症を合併している31 名を対象にプランルカ

ストを前投与したＰ群21 名とフェキソフェナシンを前投与したＦ 群10 名に分けて喘息症状

増悪・花粉症症状抑制効果を比較検討した。

（方法） スギ花粉飛散時期にプランルカスト450mg/ 日又はフェキソフェナシン120mg/ 日の

前投与を行い、鼻炎症状を追加した喘息日誌を記載してもらった。投薬６週間の前後で喘息口

誌より症状を点数化し、肺機能検査結果と合わせて評価した。調査期間中の服薬状況に変動は

ない。

（結果）スギ花粉症による鼻炎症状はＰ群において2.40点から1.94点への改善が認められた

が、Ｆ群においては3.00点から3.10点へと若干の悪化をきたした。また、事前のアンケート

調査により過去３年以内のスギ花粉飛散時期に喘息症状が悪化した症例は20 名存在した。う

ちＰ群の13 名においては全例喘息状態の悪化は認められなかったが、Ｆ群の７名中２名に喘

息点数の悪化が認められた。

（考察）スギ花粉症合併喘息においてスギ花粉飛散時期にロイコトリエン受容体措抗薬を前投

与することは喘息症状の増悪抑制および花粉症症状の軽快に有効であることが示唆された。ま

た、その効果はヒスタミンH1 措抗薬より有用であると考えられる。
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職業性皮膚疾患症例のまとめ　ークリニックで経験した症例を通してー

○杉浦　啓二、杉浦真理子

第一クリニック　皮膚科・アレルギー科

労働衛生 につ いて、 啓蒙が広がり認 識さ れるようにな った。 し かしな がら、職業性皮 膚疾患

については、 健康被害 者だけでなく医療者側 において も、ただ募麻疹 や湿疹として とらえ、 職

業 と関連 する場 合があることやそれ自体が深 刻な 問題として取り上げ られるこ とは少 ない。

今回、 我々は第一 クリニ ッ クで経験した職業 性皮膚疾患症例を まとめ報告す る。

平成17 年 １月 から平成21 年４月 までに、 当クリニ ックを受診 した外来患者で、職 業性皮膚

疾患と診断 し、 皮膚テ ストを行 った症例を 対象 とした。 症例数 は23 例 で、 女性 に多 かった。

年齢は20 代及び30 代に多 く、 日常生活及 び就業 上対策を、将来 にわたって長期 間講ずる必 要

性があると考えられた。 また、 職業 別では 美容 師または理容師 が最 も多 く、 こ れはク リニ ック

がオフィ ス街にあり、 工場が近隣にはない こと も起因してい るものと考えら れた。 疾患では、

アレ ルギー 性接触 皮膚炎 が最 も多 く、こ れ まで の ＵＳＡ で の報告 （Ｔｏｄａｙ’s Sｕpeｒｖiｓｏｒ 2000

年、11 月 陪） とは異な っていた。 また発 症部位 として は両 手及 び上肢に多 く認 めら れた。 勤

務上、 対策をとっている症例は ７例で、他 の症例 につい ては、 勤務の都合や周 囲の理解 が得 難

いことより、 対策が不十分であった。 また、 労災申請を 行った症例はなか った。

これまでの諸外国の報告では、 職業性皮 膚疾患 の認識 が広 まるにつれ、そ の症例数 や報 告数

も増加し、 職業 上の健康被害の中で大きな ウェ イトを 占めるようになってきて いる。 本邦 にお

いて も、 増加傾向にあるが、報告さ れるのは氷山 の一 角であ り、 実数は まだ多 い もの と推測 さ

れる。 職業上の健康被害について、 今後、 全国的な統一 されたシ ステ ムの整備 が必要 と考え ら

れる。

－47



職業・環境アレルギー誌　17（1）2009

[Ξ巫舜 ‾願

職業性皮膚疾患におけるクリニックでの取り組み

○山内　真弓（看護師）、杉浦　啓二、杉浦真理子

第一一クリニック　皮膚科・アレルギー科

当院を受診した症例の中で職業性皮膚疾患をまとめ、患者に対して皮膚症状に対する看護だ

けではなく、患者への疾患についての説明の重要性、再発予防の重要性を感じ、今後の課題と

対策について報告する。

職業性皮膚疾患における問題点；1. 患者及び企業が職業性皮膚疾患に対し、素手で作業を

行う職業では、皮膚疾患はある程度当然発症するものであるど考えている。 2.身の同りにあ

るもの全てがアレルギーの原因物質となりえることを知らない。 3. 常時同じ環境で、同じも

のを使用しているからアレルギーは生じないと考えている、など上げられる。

また、職業性皮膚疾患への収り組みにおける課題として１．全国的な統一された職業性皮膚

疾患の調査と対策が必要。　２．診療科の枠を超えて対策を講ずる必要がある、など考えられる。

以上に関してさらに詳しく報告し、またこれらの問題点を踏まえ、クリニックでの取り紺みと

今後の課題について報告する。
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日本職業・環境アレルギー学会の歴史

職業アレルギー研究会

回　数　 １　　　年　 度 会　長　　：　　開催地

第 １ 回

第 ２ 回

第 ３ 回

第 ４ 回

第 ５ 回

第 ６ 回

第 ７ 回

第 ８ 回

第 ９ 回

第10 回

第11 回

第12 回

第13 回

第14 回

第15 回

第16 回

第17 回

第18 回

第19 回

第20 回

第21 回

第22 回

第23 回

1970 年（昭和45 年）

1971 年（昭和46 年）

1972 年（昭和47 年）

1973 年（昭和48 年）

1974 年（昭和49 年）

1975 年（昭和50 年）

1976 年（昭和51 年）

1977 年（昭和52 年）

1978 年（昭和53 年）

1979 年（昭和54 年）

1980 年（昭和55 年）

1981 年（昭和56 年）

1982 年（昭和57 年）

1983 年（昭和58 年）

1984 年（昭和59 年）

1985 年（昭和60 年）

1986 年（昭和61 年）

1987 年（昭和62 年）

1988 年（昭和63 年）

1989 年（平成 元年）

1990 年（平成 ２ 年）

1991 年（平成 ３ 年）

1992 年（平成 ４ 年）

七条小次郎

光井庄太郎

宮地　一馬

西本　幸男

石崎　　達

奥田　　稔

小林　節雄

塩田　憲三

長野　　 隼

島　　正吾

赤坂喜三郎

信太　隆夫

中村　　 晋

中島　重徳

宮本　昭正

城　　智彦

牧野　荘平

中川　俊二

笛木　隆三

可部順三郎

石川　　 嘩

佐竹　辰夫

木村　郁郎

群馬県水上町

盛岡市

三 重県賢島

広島市

栃木県藤原町

和歌山市

群馬県草津市

宝塚市

長崎市

犬山市

福島市

箱根町

別府市

奈良市

東京都

広島市

栃木県塩原町

神戸市

群馬県水上町

東京都

熊本県阿蘇町

浜松市

岡山市

－49 －



職業・環境アレルギー誌　17（1）2009

日本職業アレルギー学会

回　数　　　　　 年　　度　　　　　　会　長　　　　　開催地

第 １ 回

第 ２ 回

第 ３ 回

第 ４ 回

第 ５ 回

第 ６ 回

第 ７ 回

第 ８ 回

第 ９ 回

1993 年（平成 ５ 年）　 中洋　次夫　　 前橋市

1994 年（平成 ６ 年） ，木次　　勤　・　名古屋市

1995 年（平成 ７ 年）　 伊藤　幸治　　東京都

1996 年（平成 ８ 年）　 森本　兼異　　吹田市

1997 年（平成 ９ 年）：　松ド　敏夫　　鹿児島市

1998 年（平成10 年）　 早川　律子　　 名占屋市

1999 年（平成11 年）　 泉　　孝英　　京都市

2000 年（平成12 年）　 原野　健次　　 束京都

2001 年（平成13 年）　 宇佐神　篤　ｉ　浜松市

日本職業・環境アレルギー学会

回　数　　　　　 年　　 度　　　　　　会　長 開催地

第33 回

第34 回

第35 回

第36 回

第37 回

第38 回

第39 回

第40 回

第41 回

2002 年（平成14 年）　 池洋　善郎

2003 年（平成15 年）　 福田　　 健

2004 年（平成16 年）　 ［］ド　幸則

2005 年（平成17 年）　 高木　健三

2006 年（平成18 年）ｌ　浅井　貞宏

2007 年（平成19 年）
！　
Ｌ川　　厚

2008 年（平成20 年）　 須甲　松仲

2009 年（平成21 年）　 杉浦真理子

2010 年（平成22 年） ｜　上橋　邦生

横浜市

宇都宮市

福井市

名古屋市

佐世保市

熊本市

東京都

名占屋市

高崎市(予定)
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１ 次回ご案内 ■

第41 回日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会開催予定

会

会

会

期:2010 年（平成22 年）7J‾H6日（金）～17 日（上）

場：高崎ビューホテル（群馬県高崎市柳川町70）

ＴＥＬ : 027-322-1111　　FAX : 027-323-3218

長：土橋　邦生（群馬大学医学部保健学科）

連 絡 先: 〒371-8514　群馬県前橋市昭和町3-39-15

群馬大学医学部保健学科　土橋研究室

ＴＥＬ/ＦＡＸ : 027 － 220 －8944

★ 日本職業・環境アレルギー学会事務局 ★

群馬大学[Xﾐ学部保健学科内

〒371-8514　前橋市昭和町3 －39－１５

ＴＥＬ/ＦＡＸ : 027－220－8944

URL　ht･tp://ｏｅａ.ｕｍｉｎ.jp
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職業・環境アレルギー誌　17（1）2009

■ 謝 辞 ■

第40 回日本職業・環境アレルギー学会開催にあたり、下記の企業からご支援を賜りました

ことに厚く御礼申し上げます。

会長　杉浦真理子

大島椿株式会社

大塚製薬株式会社

株式会社ツムラ

株式会社ポーラ ファルマ

株式会社ミノファーゲン製薬

協和発酵キリン株式会社

グラクソ・スミスクライン株式会社

合資会社桑山商会

興和創薬株式会社

小太郎漢方製薬株式会社

サノフィ・アベンティス株式会社

塩野義製薬株式会社

田辺三菱製薬株式会社

常盤薬品工業株式会社

名古屋ヤクルト販売株式会社

日本ベーリンガーイングルハイム株式会社

ノバルティス ファーマ株式会社

メディカ サイェンス有限会社

ヤンセン ファーマ株式会社

(平成21年６月現在　50音順)
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